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第二章　公共図書館の理想の基盤

無料で公衆に開かれる図書館の設立は1850年にあっては斬新なアイデ
アではなかった。1850年の「公共図書館法」（および，それに先行した特
別委員会の仕事）は，しばしば語られてきたごとく，偉大な転機として見な
すべきではない1）。公共図書館の思想は，1820年代，1830年代，1840年
代に何度となく取りあげられていたのであり，以下に述べられる1849-50年
の出来事は，出発点であるとともに終着点であった2）。まったくの無料の
図書館サービスの提案は，一夜にして現れたわけではなく，それは，職工
学校であろうとコーヒーハウス，地域の貸出図書館，あるいは，チャーチス
トたちの読書室であろうと，こうした様々な社会・政治・教育の機関がその
会員たちや賛同者たちにたいして作りあげてきた独立の図書館設置という
健全な伝統を背景として出現してきたものである3）。

先駆者たちと初期の提言
こうした独立の施設は，活力がありながらも，19世紀前半には，普通のも
しくはその他の無料文献への強い要望が満たされないままに存在してい
た。相当量の無料文献が提供されていなかったことで，貧困層は特に不利
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　付録／文書源／注記／索引
　解説：「アリステア・ブラックの図書館史研究」　藤野寛之
　訳者あとがき

市民・労働者のための社会施設と
して創られた“公共図書館”とは！

●図書館法成立（1850年）から第一次世界大戦勃
発まで、公共図書館運動の原点となる時代のイギ
リス公共図書館史に焦点をあて、功利主義などの
思想的背景、建築史への影響など幅広い視点か
ら実証的に叙述する研究書です。

●産業革命を経て市民・労働者のための社会施設と
して創られた“公共図書館”の思想から、今日の公
共図書館の存在意義にまで迫ります。

●利用者層・利用冊数などの資料、人名・地名など
から引ける「索引」、「訳者解説」付き。

訳者プロフィール　藤野寛之　ふじの・ひろゆき
1969年東京都生まれ。阪南大学国際コミュニケーション学部
准教授。研究分野は欧米図書館史，メディア情報の比較など。
共著書に『図書館を育てた人 ：々イギリス篇』（日本図書館協
会），訳書に『ペニー・レイト：イギリス公共図書館史の諸相 
1850-1950』（金沢文圃閣）など。 

19世紀、公共図書館運動の原点からその存在意義まで…
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